





The concept of social needs and factors associated with unmet higher-order needs : 












































































































































































































経済的な暮らし向き、IADL（instrumental activities of daily living；手段的日常生活動作）、就労状況（有
＝1、無＝0）、親しい友人や仲間の数、活動情報の認知を測定した。
　居住年数は、20年以上に 1 、20年未満に 0 を付与してダミー変数とした。経済的な暮らし向きは、大
変ゆとりあり＝5、ややゆとりあり＝4、ふつう＝3、やや苦しい＝2、大変苦しい＝1とした。IADLは、
預貯金の出し入れ、日用品の買い物、バスや電車の利用の3項目すべてできる者に1、そうでない者に0を
付与してダミー変数とした。親しい友人や仲間の数は、7人以上＝7、5 ～ 6人＝5、3 ～ 4人＝3、1 ～ 2
人＝1、特にいない＝0とした。活動情報の認知は、「趣味や娯楽の催し物」、「学習活動」、「ボランティア
活動への参加の機会」の 3 項目を用いて、各情報を同世代の人よりも知っていると思うかを、とてもそう










































間 : 0.29-0.90、p＜0.05）、親しい友人や仲間の数（オッズ比 : 0.85、95％信頼区間 : 0.77-0.95、p＜0.01）、


















　平均値±標準偏差 3.0 ± 0.8
IADL
　自立 655（95.2）





　平均値±標準偏差 3.7 ± 2.4
活動情報の認知
　平均値±標準偏差 6.3 ± 1.9
生活満足度
　平均値±標準偏差 5.1 ± 2.3
日頃の活動満足度
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